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こ
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与す

【趣

地

国際

が一

平

測量

情報

機関

地

知識

に、

利活

認す

で共

 

 

平成 29（

『地理情報

資格取得フ

認定試験受

講習会カリ

認定資格の

講習会受講

認定資格の

詳細につい

『地理情報

的】 

の資格制度

理、運用等の

用、普及等の

することを目

趣旨】 

地理情報標準

際的にも通用

一定水準以上

平成 19（20

量行為に地理

報標準に準拠

関においては

地理情報標準

識の体系であ

国際標準に

活用の推進に

するとともに

共有し得る手

『地理情

（2017）年

報標準認定資

フロー 

受験資格及び

キュラム及

の登録 

講料・認定試

の登録更新 

いての問い合

報標準認定資

度は、地理

の専門技術

の適正な推

目的としま

準を広く活

用する専門

上であるこ

007）年に地

理情報標準

拠した製品

は、これら

準は、地理

あり、地理

に準拠した

にも不可欠

に、地理空

手段として

情報標準

年 技術者

資格』とは

び講習会受

及び認定試

試験受験料

合わせ先

資格』とは

情報標準の

術者の資格認

推進を図ると

ます。（地理

活用して、地

門技術者を養

とを認定す

地理空間情

準の活用が推

品仕様書の作

データを活

理空間情報の

理空間情報高

たもので、こ

欠な技術です

空間情報に関

て、本制度を

 1 

準認定資格

者養成講
 

 

公益

は 

受講免除 

試験の構成

料、及び認定

は 

の知識・技能

認定及び登

とともに、

理情報標準認

地理空間情

養成すると

する資格制

情報活用推進

推奨され、

作成が義務

活用したソ

の取得から

高度活用社

これからの

す。この技

関わる計画

を創設致し

格制度』に

講習会及び

益財団法人

定資格登録

能を有した

登録を行い、

地理空間情

認定資格制度

情報に関する

と共に、地理

制度です。

進基本法が

作業規程の

務付けられて

フトウェア

ら管理、交換

社会を支える

の地球規模の

技術のスキル

画機関、実施

しました。

について 

び認定試験

人 日本測量

録料 

た、地理空間

もって地

情報の利活

度規程から）

る業務を適

理情報標準

が成立し、測

の準則にお

ています。

ア開発も行

換、応用ま

る土台とな

の地理空間

ルレベルを

施機関およ

験のご案内

量調査技術

間情報の整

地理情報標準

活用の促進に

） 

適切に遂行で

準の知識・技

測量法に基

おいては、地

さらに、行

行われていま

までを網羅す

なります。さ

間情報の管理

を各技術者が

よびその関係

 

内～ 

術協会 

整備、

準の

に寄

でき、

技能

基づく

地理

行政

ます。 

する

さら

理や

が確

係者



【行

本

負測

◎

  ・

 

  ・

 

【制

地

る知

より

テム

るす

 認

各区

 特

知る

 

行政機関（国

本資格は、平

測量業務の競

業

基準点測

地図調製

 

◎国土地理院

「測量業務

http://ww

「請負測量

http://ww

制度の概要】

地理情報標準

知識・技能に

認定し、地

ムを利用する

すべての人が

認定資格は、

区分の認定要

特定の製品や

べき幅広い

国土地理院

平成 26（2

競争入札の

務種別 

測量、写真測

製、地理調査

院の参照サ

務の品質確

ww.gsi.go.jp

量業務の競

ww.gsi.go.jp

】 

準（ISO191

についての

地理情報シ

る「エンド

が活用でき

初級技術

要件と知識

やソフトウ

い知識や基

院）による認

2014）年 7

のための測量

区分

測量 

査 

A 

B 

C 

サイト： 

確保」 

/gijyutuka

競争入札のた

/common/

100 シリー

の講習、及び

システムを構

ドユーザ（利

きる資格制度

者、中級技

識・技能の水

ウェアに関す

基礎となる技

 2 

認定】 

7 月 25 日付

量技術者の

地理情報

地理情報

地理情報

nri/gijyutu

ための測量

/00011134

ーズ、JIS X 

びそれらが

構築・運用

利用者）」

度です。 

技術者、及び

水準の範囲

するもので

技能につい

付で国土交

の認定資格と

測量技術

報標準認定資

報標準認定資

報標準認定資

kanri40008

量技術者の認

47.pdf 

7100 シリ

が一定水準以

用する「技術

まで、地理

び上級技術

囲を下図に示

でなく、地理

いて、総合的

交通省 国土

として登録

術者資格 

資格 上級

資格 中級

資格 初級

8.html 

認定資格登

リーズ及び

以上である

術者」から

理情報シス

術者に区分さ

示します。

理情報標準

的に評価し

土地理院から

録されました

級技術者 

級技術者 

級技術者 

登録一覧」 

JPGIS）に

ることを試験

ら地理情報シ

ステムに関係

されていま

 

準の背景と

します。 

 

ら 請

た。 

関す

験に

シス

係す

ます。

 
して



認

認定

講習

認

認定

講習

認定

2．資

 

受講・受験

合否発表 

定資格登録申

定資格者名簿登

習会・認定試験

受講・受験

合否発表 

定資格登録申

定資格者名簿登

習会・認定試験

受験 

合否発表 

認定登録申請

定資格者名簿登

認定試験申込

資格取得フ

初

験 

申請

登録

更新

験申込 受

更新講習

中

験 

申請

登録

更新

験申込 受

更新講習

上級

上

請 

登録

更新

込 

更新講習

※平

の中

対象

フロー 

初級技術

登録申請 

講免除申請

会申込・受講

受験 

中級技術

登録申請 

講免除申請

会申込・受講

受験 

級技術者

上級技術

登録申請 

会申込・受講

平成 28 年ま

中級合格者

象 

 

 3 

者

【9
最終

【11

講

者
講

※

者
講

【3
及び
 
【5
 東京

まで

を 【5
 東京

【7
全国
福岡

【8

5 年
受講

登録

測技

登録

5 年
 

【7

登録

登録

測技

【4
及び
受講
全測
編）

【8
び申
受講
級編

登録

登録

測技

5 年

月 28 日～9 月
終日同日）全国

1 月上旬】合

月 1 日～4 月
び申込 

月 28 日】試
京会場 

月 10 日】試
京会場 

月 9 日】１日
国 6 会場（札幌
岡） 

月上旬】合否

毎に 0.5 日イ
講

録料を添えて認

技協備付の登録

録料を添えて更

年毎に 1 日講習

月上旬】合否

録料を添えて

録料を添えて

技協備付の登

月 10 日～6 月
び申込 
講免除申請対象
測連有料セミ

・国交大学校

月 1 日～9 月
申込 
講免除申請対
編）・国交大

録料を添えて

録料を添えて

技協備付の登録

年毎に 1 日講習

月 30 日】3 日
国 2 会場（東

否結果通知 

月 28 日】測技

試験 

試験 

日講習と試験
幌・仙台・東

否結果通知 

インターネッ

認定資格者名

録者名簿に記

更新登録申請

習会・受講申

否結果通知 

認定資格者名

更新登録申請

録者名簿に記

月 9 日】測技

象：過去初級
ナ・SIDS（初
校の関連研修

月 8 日】測技協

象：過去中級
学の関連研修

認定資格者名

更新登録申請

録者名簿に記

習会・受講申

日講習と試験
東京・大阪）

技協 HP より入

験（講習同日
京・名古屋・

ト講習・受講

名簿登録申請

記載 

請 

申込・受講 

名簿登録申請

請 

記載 

技協 HP 等より

級受験者、測
初級編、又は
修受講者 

協 HP より入

級受験者、SI
修受講者 

名簿登録申請

請 

記載 

申込・受講 

 

験（講習
 

入手、

） 
大阪・

講申込・

請 

請 

り入手、

測技協・
は中級

入手、及

DS（中

請 



【講

 地

み手

（ht

受

報の

切り

登

送信

受験

講習会・認定

地理情報標準

手続きに進み

tp://www.

受講・受験の

の登録を行い

時刻を過ぎ

登録が完了す

信されます。

験料等の振込

定試験の申

準認定資格

みます。

.sokugikyo.

のお申し込

います。な

ぎると申し

すると、申

申込書記

込を行って

申込】 

格 Web サイ

or.jp/geog

込みに必要な

なお、申込フ

し込みができ

込書、申込

記載要領に従

てお申し込み

 4 

トの「認定

graphic_info

な事項を、

フォームの

きませんの

込書記載要

従って、締

みを完了し

定試験申込

rmation/ind

申込フォー

の入力中であ

ので、ご注意

要領等の資料

締切までに申

してください

込み」ボタン

dex.html） 

ームに入力

あっても、

意ください

料が添付さ

申込書を郵

い。

ンからお申

力し、受験者

登録受付の

い。 

されたメール

郵送し、受講

 

し込

者情

の締

ルが

講・

 



3．認

【認

認

区

初級

中級

上級

* 初

習会受

*1 指

*2 修

*3 I

*4 技

*5 I

*6 測

 

 

認定試験受

認定試験受験

定試験受験

区分 
実

級技術者 制

級技術者 

級技術者 

１

初級・中級技術

受講免除の場

指定の様式で

修士 2 年、博

IPA 情報処理

技術部門は問

IPA 情報処理

測量士（補）

受験資格及び

験資格】 

験資格は、下表

実務経験

年数 

制限なし 

７年*1 

（修士、

博士含

*2） 

次

双

1

2

１０年*1 

（修士、

博士含

*2） 

次

双

1

2

術者の受験に

場合を除く）

で地理空間情

博士 3 年を上

理技術者試験の

問いません。

理技術者試験の

名簿記載事

び講習会受

表の各区分

資格要件

制限なし

次の 1. 2. の

双方を満たす

1. 初級技術者

試験合格者

2. 測量士（補

情報処理技

*3、技術士

*4、技術士

試 験 合 格

のいずれ

次の 1. 2. の

双方を満たす

1. 中級技術者

試験合格

2. 測量士、情

理技術者

術士*4 の

れか 

には、それぞれ

情報に関する業

上限として算

の「基本的知

 

の「高度な知

事項証明書の写

 5 

受講免除 

で指定され

件 

し 

制限

ただ

又は

の要件

す者 

次の

者認定

者 

補）、

技術者

士（補）

士一次

格 者 *4

か 

1. 

2. 

の要件

す者 

次の

者認定

者 

情報処

*5、技

のいず

1. 

2. 

れの講習会を

業務経歴書の

入可能です。

知識・技能」

知識・技能」

写しでも可と

れる実務経験

限なし。 

だし、学生は

は在学証明書

の 1. 2. の書

初級技術者

の写し 

測量士（補）

登録証明書

技術者試験

次試験合格

写し、技術

登録証の写

の 1. 2. の書

中級技術者

の写し 

測量士登録

書の写し*6

若しくは、情

写し、又は

技術士登録証

を受講いただ

の提出により

 

に該当するレ

に該当するレ

とします。 

験年数と資格

証明に必要な

は学生証の写

書 

書類を両方準

登録証書の

）登録証の写

書の写し*6、

験合格証書の

格証の写し、

士（補）登録

写し 

書類を両方準

登録証書の写

証の写し、又

6、 

情報処理技術

は 

証明書、技術

くことが必要

ます。 

レベル２以上

レベル４にな

格要件により

な書類 

写し（カラー

準備すること

写し、又は

写し、又は測量

若しくは、

の写し、又は

同二次試験

録証明書、技術

準備すること

写し、又は合

又は測量士登

術者試験合格

術士登録証の

要となります

上になります

なります。 

 

ります。 

コピー）、

 

合格証書

量士（補）

情報処理

技術士一

合格証の

術士（補）

 

合格証書

登録証明

格証書の

の写し 

す。（講

。 



【講

下

いる

な

対応

とも

初級

中級

上級

* 指

* 登

*1 公

*2 別

 

 修

くだ

する

講習会受講免

下表のとおり

講習会の受

なお、類似の

応していない

あることを

区分 

級技術者 

級技術者 

級技術者 

指定の様式に

登録更新につ

公益財団法人

別表１に対象

修了証等を紛

ださい。当協

ことは出来

免除の申請

り指定され

受講を免除

の講習であ

いものにつ

を予めご承

指定講習（

これまでの

当協会及び

有料の地理

日本測量協

*2 

空間情報デ

（SIDS 初級

国土交通大

これまでの

当協会及び

有料の地理

日本測量協

*2 

空間情報デ

（SIDS 中級

国土交通大

当該書類を添

いての講習会

人 日本測量調

象となる研修

紛失してい

協会では、

来ません。

請】 

れた講習会の

除します。

あっても、一

ついては、同

承知ください

各区分のい

初級技術者

び全国測量設

理情報標準の

協会地理空間

デザインスク

級編・または

大学校の関連

中級技術者

び全国測量設

理情報標準の

協会地理空間

デザインスク

級編） 

大学校の関連

なし

添付すること

会は受講免除

調査技術協会

修コースを示

いる場合は、

原則として

予めご承知

 6 

のいずれか

一定期間が

同等性の観

い。 

いずれかを満

者講習 

設計業協会連

の研修会 

間情報専門技

クール 

は SIDS 中級編

連研修*2 

者講習 

設計業協会連

の研修会 

間情報専門技

クール 

連研修*2 

し 

とで、受講免除

除となりません

会が発行する証

します。 

、各々の講

て書類のご

知おきくだ

かの受講によ

が経過し、講

観点から指定

満たす者）

過

又

連合会の
修

技術認定
合

編） 
修

修

過

又

連合会の
修

技術認定
合

修

修

除の申請とみ

ん。 

証明書です。

講習実施機関

ご提出が無い

ださい。 

より、受験

講習内容が

定講習とな

申請に

過年度の受講

又は受講修了

修了証等の写

合格証の写

修了証の写

修了証の写

過年度の受講

又は受講修了

修了証等の写

合格証の写

修了証の写

修了証の写

みなします。

 

関に再発行

い場合には

験資格となっ

が現在の規格

なっていない

に必要な書類

講証明書の

了証明書*1

写し 

し 

し 

し 

講証明書の

了証明書*1

写し 

し 

し 

し 

なし 

 

行等を依頼

は受講の確認

 

って

格に

いこ

類 

写し 

 

写し 

 

して

認を



【ご

 初

料で

書・

 講

確認

ール

 

〈別

専攻

地理

 

 

ご注意】受講

初級技術者講

で受講修了証

登録証書

講習免除の対

認】とし、講

ルでお問い合

別表１〉 

公益

攻領域 

理情報 

講証明書の

講習および

証明書を発

・受講証明

対象となる

講習実施機

合わせくだ

 講

益社団法人 

認定課目

GIS（2 級）

GIS（1 級）

の紛失等は十

び中級技術者

発行します。

明書の再発行

か不明な場

機関名、講習

ださい。 

講習会受講

日本測量

（級別）

） 

） 
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十分ご注意

者講習の受

。詳細は、

行】を参照

場合は、認

習会正式名

講免除の対象

量協会 地

認定登録者

認定登録者

び 4．製品

意ください。

受講証明書を

『5．認定

照してくださ

認定資格係宛

名、受講年月

象研修一覧

理空間情報

備

者、又は全

者、又はⅡ

品仕様）の

。 

を紛失等し

定資格の登録

さい。 

宛に、件名

月日（期間

覧 

報専門技術

備考 

全科目の合格

コース（3

科目合格者

した場合は、

録』の【合

名を【講習免

間）を記して

認定 

格者 

3．標準化、

者 

 

、有

合格証

免除

てメ

及



〈別

年

平成

平成

平成

平成

平成

平成

平成

平成

平成

平成

平成

平成

 

別表１〉 

年度 

成 17 年度 

成 18 年度 

成 19 年度 

成 20 年度 

成 21 年度 

成 22 年度 

成 23 年度 

成 24 年度 

成 25 年度 

成 26 年度 

成 27 年度 

成 28 年度 

 講

専門課程 

専門課程 

専門課程 

専門課程 

専門課程 

専門課程 

専門課程 

専門課程 

専門課程 

専門課程 

専門課程 

専門課程 

専門課程 

専門課程 

専門課程 

専門課程 

専門課程 

専門課程 

専門課程 

専門課程 

専門課程 

専門課程 

専門課程 

専門課程 

専門課程 

専門課程 

専門課程 

専門課程 

専門課程 

専門課程 

専門課程 

専門課程 

専門課程 

講習会受講

国土

地理情報

地理情報

高等測量

地理情報

高等測量

地理情報

公共測量

高等測量

地理情報

公共測量

先端測量

高等測量

公共測量

公共測量

高等測量

公共測量

公共測量

公共測量

高等測量

公共測量

高等測量

公共測量

高等測量

GIS 中級

公共測量

高等測量

GIS 中級

公共測量

高等測量

GIS 中級

公共測量

高等測量

GIS 中級
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講免除の対象

土交通大学

研

報標準研修

報標準研修

量研修 

報標準研修

量研修 

報標準研修

量企画 

量研修 

報標準研修

量企画 

量科学技術

量研修 

量研修（全期

量研修（地理

量研修 

量研修 A 日

量研修 C 日

量研修 D 日

量研修 

量研修（中級

量研修 

量研修（中級

量研修 

量研修（中級

量研修 

量研修（中級

量研修 

量の設計積算

量研修 

（業務への

象研修一覧

学校 

研修名 

（地理空間

期間コース

理情報標準

日程（公共

日程（地理

日程（指導

級コース）

級コース）

級コース）

級コース）

算 

の活用支援）

覧 

間情報）研修

ス） 

準特化コース

測量実務コ

情報標準コ

・助言コー

 

 

 

 

） 

修 

ス） 

コース） 

コース） 

ース） 

 



【書

受

の要

験料

講料

* 各

 

4．講

【講

各

初級

受講

者の

るレ

講

講習

キュ

試

試

【

*1 地

２

書類審査】 

受講・受験資

要件を満たさ

料を返金しま

料を追加お支

各会場の定員

講習会カリ

講習会カリキ

各区分の講習

級技術者 

講・受験

の想定す

レベル*1 

講 習 日 

習会カリ

ュラム*1 

試 験 日 

試験科目 

【基礎】 

地理情報標準

〉”参考図書

資格を確認

さない場合

ます。なお

支払いして

員に達し次第

リキュラム及

キュラム及

習会カリキ

 地理情

 製品仕

 地理空

 メタデ

 単純な

2017 年 7

 1 日・

 地理情

品質の

製品仕

2017 年 7

試験形式

試験内容

試験時間

を初めて勉強

書”に掲げた中

認する書類審

合は、通知の

お返金後、受

ていただくこ

第、受付を締

及び認定試

及び認定試験

キュラム及び

情報標準の基

仕様書が要求

空間データの

データの意義

な構造の地理

月 9 日（

4 時間＋試

情報標準の概

の考え方及び

仕様書 

月 9 日（

式 多肢択

容  地理

 作成

 品質

 メ

 製品

間 16 時 0

強しようとす

中から適宜選び
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審査を行い

の上、既に

受講免除の

ことで受講

締め切らせて

試験の構成

験の構成】

び認定試験

基礎を理解

求する地理

の品質の考

義を理解し

理空間デー

日） 

試験 

概要、作成

び評価方法

日）※講習

択一式問題

理情報標準

成すべきデ

質評価に関

タデータに

品仕様書に

00 分～17

する方も対象

び、ある程度

います。受講

にお支払い

の要件のみを

講・受験が可

いただきます

 

験の構成は下

解している。

理空間デー

考え方を理解

し、作成で

ータ製品仕様

成すべきデ

法、メタデ

習会同日 

・30 問出題

準の基礎に

データに関

関する知識

に関する知識

に関する知識

時 00 分（

としています

度の予習をさ

講・受験、

していただ

を満たさな

可能となり

す。 

下表のとお

。 

タを想定で

解している

きる。 

様書を理解

ータ（応用

ータ及びそ

題 30 問解答

関する知識

する知識 

識 

識 

（60 分） 

すが、受講に

れることを推

及び受講免

だいた受講

ない場合は、

ります。 

おりです。 

できる。 

る。 

解できる。 

用スキーマ

その作成方

答  

識 

に際しては、

推奨します。

 

免除

・受

、受

）、

法、

〈別表

 



中級

受講

者の

るレ

講 

講習

キュ

【3

試 

試験

【応

配点

2

試験

【応

配点

7

試験

採点

級技術者 

講・受験

の想定す

レベル*2 













習 日 2

習会カリ

ラム*2 

日間】 













験 日 2

験科目 

応用１】 

点比率

25% 

験科目 

応用２】 

点比率

75% 

験時間 1

点方法 

と

る

 地理情報

 複雑な構

 複雑な構

 製品仕様

 与えられ

 符号化規

2017 年 9 月

 1 日目

 ガイダ

スキー

 2 日目

 UML ク

子、製

 3 日目

 GML 

2017 年 9 月

試験形式 

試験内容 

試験形式 

試験内容 

4 時 00 分

【応用 1】

とで合格と

【応用 1】で

ることで、

【応用２】

品仕様書

報標準の内

構造の地理

構造の製品

様書が要求

れた論議領

規則（GML

月 28 日（

・8 時間程

ンス、一般

マ、UML ク

・8 時間程

ラス図演習

品仕様書、

・3 時間＋

月 30 日（

多肢択一

 一般

 空間

 時間

 品質

 被覆

 地理

 XML

 GML

記述式

 製品

分～16 時 0

と【応用 2

します。

で資格認定

【応用２】

の試験合格

書」を書く

 10 

内容をよく

理空間デー

品仕様書を

求する地理

領域を基に

L）に従って

木）～ 20

程度 

般地物モデル

クラス図演

程度 

習・応用ス

XML 

試験 

土）※講習

一式問題・

般地物モデ

間スキーマ

間スキーマ

質要求 

覆 

理識別子 

L 

L 

（記述及び

品仕様書 

0 分（120

2】が、共に

委員会が定

】の採点対

格基準は、

ことができ

理解してい

タを設計で

作成できる

空間データ

正しい製品

て地理空間

017 年 9 月

ルと応用ス

習・応用ス

キーマ演習

習会最終日

20 問出題

ルと応用ス

び作図）問題

0 分）*3 

に試験合格

定める試験

対象となりま

与えられた

きる能力が

いる。 

できる。 

る。 

タを作成で

品仕様書を

間データを記

30 日（土

スキーマ、空

スキーマ演

習、品質要求

同日 

題 20 問解答

スキーマ 

題・3 問出

格基準以上の

験合格基準以

ます。 

た論議領域

あることで

きる。 

書くことが

記述できる

土） 

空間スキー

演習 

求、被覆、

答   

題 3 問解答

の成績を得

以上の成績

域を基に正

です。 

 

ができる。

る。 

ーマ、時間

地理識別

答 

得ているこ

績を得てい

しい「製



*2 各

得

*3 試

 

上級

受験

定す

ル 

試

試

【高

 

【お

 車

受講

 

 

各科目につい

得に際しては

試験は、【応

級技術者 

験者の想

するレベ

 

試 験 日 

試験科目 

高度実践】 

お体が不自由

車いすの方や

講・受験席の

ての基本的な

は〈別表２〉”

用 1】と【応

 地理情

に関す

 地理情

を選択

 地理情

し、運

2017 年 5

試験形式

試験内容

試験時間

由な方・妊

や視力や聴

の要望があ

な知識を受講

”参考図書”か

応用 2】を併

情報標準に準

する課題を発

情報標準に準

択し、高度

情報標準に準

運用できる。

月 28 日

式 論述式

600 字

容  地理

交換

いて

 指定

ー

ビス

 指定

築

論述

間 13 時 3

妊娠している

聴力が不自由

ある場合は、
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講者が有して

から適宜選ん

せて実施し、

準拠して、

発見し、そ

準拠して、

なサービス

準拠して、

。 

（日） 

式（小論文）

字詰原稿用紙

理情報標準

換・応用に

ての実務経

定された条

タ・システ

スの構築に

定された条

したサービ

述 

30 分～16

る方】 

由な方、妊

、予め認定

いることを前

んで参照して

合計で 120

データの取

それらを分

データ・シ

スを構築で

構築したサ

）問題 3 問

紙 6 枚  

準に準拠し

に関する課題

経験に関す

条件で、地理

ムの最適組

に関する論述

条件で、地理

ビスの安定

時 30 分（

妊娠している

定資格係まで

前提に講習を

ください。 

0 分とします

取得・管理

析・解決で

システムの

きる。 

サービスを

問出題 2 問解

     

たデータの

題発見・分

る論述 

理情報標準

組合せによ

述 

理情報標準

的な管理・

（180 分） 

る方等、お

でご相談く

を行います。知

す。 

理・交換・応

できる。 

最適な組合

安定的に管

解答 

  

の取得・管理

分析・解決に

準に準拠した

る高度なサ

準に準拠した

運用に関す

お体等の事情

ださい。 

 

知識習

応用

合せ

管理

理・

につ

たデ

サー

た構

する

情で



5．認

【合

資

た受

 

【認

合

録申

術者

 

【認

 地

登録

とな

 

【合

 ・

 ・

 ・

 登

修了

は受

 

【測

 初

地理

トの

１

  

 

 

 

 

 

認定資格の

合格証書】 

資格認定委員

受験者に合格

認定資格登録

合格し合格証

請を行うこ

者、中級技術

認定資格者名

地理情報標準

録区分（級）

なります。 

合格証書・登

合格証書

登録証書

受講証明書

登録証書・受

了証明書の発

受講修了証明

測量 CPD と

初級技術者講

理情報標準認

の対象プログ

．講習会 

①対象：測

②ポイン

名称 

初級 

中級 

③注意事項

しない場合

の登録 

員会が定め

格証書を交

録証書】 

証書を受領

ことができ

術者、上級技

名簿の公表

準認定資格

）、登録番

登録証書・

：再発行は

：有料で再

書：有料で

受講証明書

発行をしま

明書）発行

設計 CPD】

講習、中級

認定資格者

グラムです

  

測量 CPD・

ト数 

測量 CPD

5 

18 

項：講習を

合がありま

める試験合格

交付します。

領された受験

きます。これ

技術者）は

表】 

格者名簿のう

番号、登録年

受講証明書

はいたしませ

再発行いたし

で受講修了証

書を紛失等し

ます。詳細は

行依頼】とし

 

級技術者講習

者名簿への登

す。内訳は次

設計 CPD

D 設計 C

4

16

を途中退出し

す。 
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格基準以上

。 

験者は、地

れによって

は正式に付与

うち、登録

年月日、有

書の再発行

せん。紛失

します。 

証明書を発

した場合は

は、認定資

し、メール

習、及び地

登録は、測

次の通りで

  

PD

した場合は

上の成績を得

地理情報標準

て、地理情報

与され、登

録証書に記載

有効期限の各

行】 

失等に十分

発行いたしま

は、有料で登

資格係宛に、

ルでお問い合

地理情報標準

測量 CPD*、

です。 

    

は、ポイン

得て、認定

準認定資格

報標準認定

登録証書が発

載される登

各項は、情

ご注意くだ

ます。 

登録証書の

件名を【

合わせをお

準認定試験

または設計

  

ト数が減る

定審査に合格

格者名簿への

定資格（初級

発行されま

登録者の氏名

情報公開の対

ださい。 

の再発行、受

【登録証書

お願いします

験合格者によ

計 CPD*ポイ

ることや発行

 

格し

の登

級技

ます。 

名、

対象

受講

（又

す。 

よる

イン

行を



２

 

 

 

せ

CP

す。

 

6．講

【講

各

りで

カ

講

きま

初級

中級

上級

全

* 消

* 受

金しま

* 納

原則

* 学

* 学

* 講

 ○受

 初

 ・

 ・

 

 

２．認定資格

①対象：測

②ポイン

名称 

初級 

中級 

上級 

③注意事項

せん。 

PD 登録方法

  

講習会受講

講習会受講料

各区分の講習

です。 

ッコ内は学

講習会受講免

す。 

区分 

級技術者 

級技術者 

級技術者 

区分 

全級共通 

消費税込です

受講・受験者

ません。 

納入いただい

として認めま

学生割引は、

学生割引は、

講習会受講料

受講・受験

初級講習・試

受講・受験

受講免除対

格登録 

測量 CPD 

ト数 

測量 CPD

2 

4 

6 

項：資格登

法等のお問

  

講料・認定試

料・認定試

習会受講料

学生割引料

免除の場合

講習会

16,200（

な

登録

す。 

者本人の都合

いた受講・受

ません。 

学生証又は

定員になり

料は、テキス

験料納付例 

試験の場合

験者：16,2

対象者 7,56

D 

登録者に対し

問い合わせ

 

* CPD

試験受験料

試験受験料、

料・認定試験

料金（学割）

合以外は、原

会受講料 

（1,080）円

54,000 円

し 

録料 

5,400 円

合によりキャ

受験料の次回

は在学証明書

次第、締め

スト代を含み

合 

200 円+7,5

60 円（税込
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して発行し

は、申請さ

D：Continuin

料、及び認定

、及び認定

験受験料、

）です。 

原則として

認定試

円 7,560

円

円

ンセルされ

以降の受講

書のコピーが

めきりとさせ

みます。 

60 円= 23

込） 

します。合格

されます各

ng Profession

定資格登録

定資格登録料

及び認定資

て講習と試験

試験受験料

0（5,400）

10,800

32,400

た場合の受講

・受験への振

必要です。

ていただきま

,760 円（税

格のみでは

CPD 協議会

nal Developm

録料 

料】 

資格登録料

験の両方を

料 

円

円

円

講・受験料は

振替、及び他

ます。 

税込） 

は発行ができ

会へお願い

ment（継続教

料は下表のと

を受けていた

は、原則とし

他者分への充

 

きま

いしま

教育） 

とお

ただ

して返

充当は



【振

 銀

 口

ユウ

 口

* 在

係へ

* 振

 

【学

小

大学

学

又は

ませ

* 学

 

7．認

認

格継

初級

中級

上級

 

【更

更

初級

中級

上級

* 消

* 講

* 受

則と

* 納

への充

 

 

振込先】 

銀行・支店

座名カナ

 シケング

座名漢字

在職する企業

ご連絡くださ

振込手数料は

学生割引（学

小学校・中

学院・各種

学生割引（

は在学証明

せん。 

学生割引は、

認定資格の

認定資格登録

継続とします

区分 

級技術者 

級技術者 

級技術者 

更新講習の受

更新講習の受

区分 

級技術者 

級技術者 

級技術者 

消費税込です

講習会受講料

受講者本人の

して返金しま

納入いただい

充当は原則と

・口座番号

：ザイ）ニ

グチ 

：公益財団

業等からの一

さい。 

は、振込者負

学割）の対

中学校・高校

種学校等の学

（学割）を適

明書を添付

定員になり

の登録更新 

録後の資質

す。 

受講料と登

受講料、及

講習

5,4

16,2

16,2

す。 

料の納入は受

の都合により

ません。 

いた講習会受

として認めま

号：みずほ銀

ニホンソクリ

団法人日本測

一括納入やネ

負担とします

対象と適用】

校・高等専

学校に在学

適用する場

してくださ

次第、締め

質向上のため

講習日数

０．５日

１日 

１日 

登録更新料】

及び登録更新

会受講料

00 円（予

00 円（予

00 円（予

受講申し込み

キャンセル

受講料、及び

ません。 
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銀行 高田

リヨウチヨ

測量調査技

ネットバンキ

す。 

】 

門学校・専

学中の方は、

場合は、必

さい。添付が

めきりとさせ

め、５年毎

】 

新料は下表

登

定） 3,24

定） 3,24

定） 3,24

み時に、登録

ルされた場合

び登録更新料

田馬場支店

ウサギジユ

技術協会 講

ングでの納入

専修（専門）

、学生割引

ず学生証の

が無い場合

ていただきま

毎に下表の更

イ

表のとおりで

登録更新料

40 円（予定

40 円（予定

40 円（予定

録更新料の納

の講習会受講

の次回以降の

普通 28

ユツキヨウ

講習・試験

入の場合は、

）学校・短

引の対象とな

の写し（カ

合は、適用す

ます。 

更新講習の

講習方

インターネッ

講習会

講習会

です。 

定）

定）

定）

入は受講後

講料、及び登

の受講への振

865889 

ウカイ コウ

験口 

、事前に認定

短期大学・大

なります。

ラーコピー

することが

の受講によ

方法 

ット講習 

会 

会 

後にしてくだ

登録更新料は

振替、及び他

 

ウシ

定資格

大学・

 

ー）、

ができ

り資

さい。

は、原

他者分



8．詳

公益

住所

電話

FAX

URL

電子

い）

申

いた

協会

プラ

本案

 

詳細につい

益財団法人

所：〒169

話：03-33

X： 03-33

L： http://

子メール：

） 

申込書・確

た個人情報

会の個人情

ライバシー

案内は予告で

いての問い合

人 日本測量

-0075 東

362-6840 

362-6841 

/www.soku

s-gi-cert☆

確認書類等の

報は、本認定

情報保護方針

ーポリシー 

であり、修

合わせ先

量調査技術協

東京都新宿

ugikyo.or.jp

☆sokugiky

の証明書類

定資格制度

針に基づき

http://w

修正される場
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協会 認定

区高田馬場

/geograph

yo.or.jp （

類については

度の運営を

き厳重に管理

www.sokugi

場合があり

定資格係 

場 4-40-11

ic_informat

（☆をアッ

は返却いた

目的として

理します。

kyo.or.jp/p

ります。予め

1 看山ビル

ion/index.h

トマークに

たしません。

て利用し、当

 

privacy_polic

めご了承く

ル 9 階 

html 

に変えてくだ

。また、い

当該情報は

cy.html 

ください。

 

ださ

いただ

は、当

 

以上 

 



〈別

図書名

平成 2

定資格

テキス

JPGIS

 – JPG

読んで

地理情

（JSG

GIS の

GIS の

地理空

用 

 

 

 

 

 

別表２〉 

名、又は W

28 年 地理

格制度初級技

スト 

入門 

GIS 2014 対

でナットク

情報標準第

GI2.0）の入

理論 

ためのモデ

空間データ

  

eb サイト 

理情報標準認

技術者講習

対応 - 

JSGI 

2 版

入門 

デリング入

の設計と応

参考

著者・

認

習

(公財)

測量調

術協会

習・試

会 編

(公財)

測量調

術協会

センタ

地理情

準普及

推進委

会・国

院監修

（国土

技術資

E1-No

(公財)

測量調

術協会

（国土

技術資

A1-No

村山祐

柴崎亮

門 

応

有川正

太田守

 

 

 

 

 

 16 

考図書・W

編者等 発

)日本

調査技

会 講

試験委員

編 

(公

本

調

術

)日本

調査技

会 GIS

ター 

(公

本

調

術

情報標

及利用

委員

国土地理

修 

土地理院

資料

.294） 

(公

本

調

術

)日本

調査技

会 

土地理院

資料

o.261） 

(公

本

調

術

祐司、 

亮介 

朝

書

正俊・ 

守重 

ソ

バ

ク

イ

ブ

Web サイト

発行元 発

公財)日

本測量

調査技

術協会 

2

公財)日

本測量

調査技

術協会 

2

公財)日

本測量

調査技

術協会 

2

公財)日

本測量

調査技

術協会 

2

朝倉 

書店 

2

ソフト

バンク

クリエ

イティ

ブ 

2

発行年

2016  

2016  

2004  

2002  

2008  

2007  

 

 

 

 

 

備 考 

 

対象 

クラス

初級 

初級・

中級 

初級 

初級 

初級 

初級・

中級 

 

 

 

 

 



図書名

地理情

Japan 

Inform

2014 

http://

n/000

地理情

の概要

ISO/TC

inform

http://

n/000

地理空

GIS 原

の原理

地理空

作成マ

http://

n/000

JIS 規格

http://

地理情

JIS（地

項目を

http://

sojis/i

 

 

 

 

 

 

 

名、又は W

情報標準プ

Profile for 

ation Stand

/www.gsi.g

0091216.pd

情報に関す

要「Standar

C 211 Geo

ation/Geom

/www.gsi.g

0077857.pd

空間情報の基

典 1 地理情

理と応用 

空間データ製

マニュアル 

/www.gsi.g

0091220.pd

格サイト 

/www.jisc.

情報規格 ISO

地理情報規格

紹介） 

/www.soku

index.html 

eb サイト 

ロファイル

Geographi

dards（JPGI

go.jp/comm

df 

る国際標準

rds Guide 

ographic 

matics」仮

go.jp/comm

df 

基本と活用

情報システ

製品仕様書

go.jp/comm

df 

go.jp/ 

O/TC211

格に関する作

ugikyo.or.jp

著者・

ル

c 

S）

mo

国土交

国土地

準

仮訳 

mo

国土交

国土地

（国土

技術資

A1-No

用 橋本雄

ム マギー

編・碓

ほか訳

書

mo

国土交

国土地

JISC（

業標準

会）

・

作業

p/i

(公財)

測量調

術協会
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編者等 発

交通省 

地理院 

国

通

国

理

交通省 

地理院 

土地理院

資料

o.357） 

国

通

国

理

雄一 編 古

書

ーほか

碓井照子

訳 

古

書

交通省

地理院 

（日本工

準調査

)日本

調査技

会 

発行元 発

国土交

通省 

国土地

理院 

2

国土交

通省 

国土地

理院 

2

古今 

書院 

2

古今 

書院 

1

2

2

2

発行年

2014  

2010  

2009  

1998  

2014  

2014   

2014  

 

 

 

 

 

 

 

備 考 

 

対象 

クラス

中級 

中級 

中級 

中級 

中級・

上級 

中級・

上級 

中級・

上級 

 

 

 

 

 

 

 



図書名

地理空

学習支

http://

k/ 

（必ず

するも

格の体

能とす

 

*参考

 

 

 

名、又は W

空間情報技術

支援ソフト

/stinfodesi

しも地理情報

のではない

系やその役割

るソフトウ

考図書の詳

eb サイト 

術 (GIT) の

ウェア gitt

gn.net/gitt

報標準に準拠

が、地理情報

割の理解も可

ェア。） 

詳細は、発行

著者・

の

tok 

to

拠

報規

可

太田守

行元へ直接
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編者等 発

守重 

接お問い合わ

発行元 発

2

わせくださ

発行年

2014 『

電

（

受

会

ウ

タ

さい。 

備 考 

『国土地理院

電子国土賞

（PC 部門）』

受賞、『GIS 学

会賞（ソフト

ウェア・デー

タ部門)』受賞

 

対象 

クラス

院

』

学

ト

ー

賞 

初級 

中級・

上級 


